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「私立大入試も年々格差拡大の傾向あり」 

 

      １８歳人口の減少と生き残りをかけた私立大の学部・学科改編、増設等が加速化する

中、入学者確保が困難になった５大学が２２年度入試から募集停止を決定した。ある調

査によると、今春入試における私立大の定員割れは全体で 46.5％であり、小規模、地

方、単科、新設のいわゆる「小・地・単・新」型大学で占められていると言う。近年の 

厳しい私立大入試戦線は東京・京都・大阪などの一部の伝統校、有名校中心と言えるようだ。 

 １８歳人口がピークだった平成４年と今春入試について比較すると、次のようになる。  

  ①１８歳人口：1,212,499 人（2,049,471 人）②大学進学率：50.2％（26.4％） 

  ③私立大合計：595 校（384 校）    ④私立大志願者数：3,075,396 人（4,452,054 人） 

  ⑤大学等入学実現率：92.7％（65.5％）   ⑥私立大定員非充足率：46.5％（7.1％） 

  ⑦志願者数ﾗﾝｷﾝｸﾞ２０大学占有率：42.3％（33.0％）      ＊（ ）は平成４年 

 ２０年ぐらい前までと比べると私立大入試は一般に易しくなったが、早稲田、慶応、同志社など

一部の有名私立大では志願者もあまり減少しておらず、依然として厳しい入試が続いている。５月

の全国校長会で出張の折、早稲田、慶応、青学の入試事務課を訪問したが、さすがに全国から多く

の受験者を集めているだけに担当者の説明もかなり強気で、学生も明るくエネルギッシュでキャン

パスが活気にあふれていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（火）～３日（木） 期末考査（１･２年） 

（11 月 30 日～） 

 ５日（土） 土曜講座･小論文模試（１･２年） 

 ５日（土）～６日（日） 対外模試（３年） 

 ７日（月） 代休（２年） 

 ８日（火）～１２日（土） 修学旅行（２年） 

１０日（木） 地域清掃ボランティア活動 

乳幼児ふれあい体験（１年） 

１０日（木）～１８日（金） 三者面談期間（３年） 

１２日（土） 土曜講座（１･３年） 

１９日（土） 県一斉実力（１･２年） 

 土曜講座（３年） 

２１日（月）～２５（金） 三者面談期間（１・２年） 

２４日（木） 終業式･３年生激励会 

２５日（金） 授業設定日 

２６日（土）～２７日（日） 冬季補習（全学年） 

２８日（月） 授業設定日 

２９日（火）～３０日（水） 代ゼミプレテスト（３年） 

大半の生徒は、「守・破・離」というあまり聞き慣れない演題に興味を抱きつつ、先生のお話

を聞いていたようです。まず、「この世に一人しかいない私」から始まった先生のお話は、何で

も吸収し自己を高めるための糧にしようという島高生にとって、素晴らしいセミナーとなったよ

うです。生徒の感想文には、「この世に生まれた奇跡…しっかり生きていかなければならない」

「感謝と責任」「親友」「チャレンジ」「本物は続く、続ければ本物になる」など、それぞれに

感じたことを素直に書いていました。一人ひとりが、これからの高校生活と、長い人生を逞しく

生きていく上での貴重な示唆を得たようです。また、質疑応答では、生徒の質問に対して、分か

りやすく適切な先生のお話ぶりは、島高生への温かいメッセージが伝わってくるものでした。 

島高だより 

平成 21 年 11 月号 

(通巻第 44 号) 

長崎県立島原高等学校 

編集：情報図書部 

校長室から 

校長 辰田幸敏 

１２月の主な行事予定 

【研修部 豊 正路】 

去る１１月１１日（水）ＬＨＲの時間に人権同和教育を実施しました。

今年度は「同和問題」に焦点を当て、ビデオ「芽吹き」を上映鑑賞し、

同和問題の歴史的変遷と考察に関する紹介資料を提示しました。現在で

も全てが解消された状況とはいえない中、わたしたち自身の課題として、

互いの人権が尊重される明るい社会を実現させるためにできることは何

かを考える大切なきっかけとなったのでは、と思います。 

【生徒感想】 

・身近な実感はわきませんが、本当に理不尽な理由で差別を受けている

人が今もいるとすれば、絶対にあってはならないことだと思います。人

任せにせず、他人事とは思わず、他者を重んじる心を常に持ち続けたい

と改めて感じました。（１年女子） 

・それぞれの人にはその人なりの個性があるのだから、身分や地域とい

う色めがねをかけてその人を見るのではなく、自分の目でその人個人を

見ることができる人間になれるとよいのではないでしょうか。（２年男

子） 

・今回の同和教育で今でもこのような差別があることを知り、大変驚い

たと同時に、現状を正しく理解することの大切を 

学びました。進学・就職後にこのような場面に出 

会ったとき、自分から「だめだ！」と言える人間 

になりたいです。（３年男子） 
 

積極的な質問 花束贈呈 多数の保護者 平田德男 先生 

 小川先生の産休代替

としてお迎えしまし
た。 

  

○井上  里沙 
（いのうえ りさ）先生 

 

① 教科 

国語 

 

 ② 趣味・特技 

  読書 

バドミントン 

 

 ２学期も後半からです

がよろしくお願いしま

す。 

 

本校第２１回卒で別府市を中心に画

家として活動されていた故・池上栄邦先

生の奥様より、１１月２０日（金）、絵

画「ユートピア」を寄贈していただきま

した。 

 

 

 

 
 校長室で寄贈式が行われ、最初に奥様

よりご挨拶をいただきました。その中

で、「主人は、いろんな場所で自己紹介

をする際、必ず『私は島原高校卒業であ

る。』と話していました。」と、先生が

島高を大変誇りにされていたという、エ

ピソードをお話しされました。 
 その後、校長室前で除幕式を行い、画

「ユートピア」のお披露目がありまし

た。 
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【保健美化部 西門 耕二】 

１１月２０日木曜日、午後の時間帯を使って第一小学校と合同で地域清掃ボランティア活動を実

施した。本校２年生と第一小学校の４・５年生が合同の小グループに分かれ、小学校校区内の市街

地を中心にした清掃活動を行った。 

 小学校との連携活動は昨年度２月に続いての試みであった。天候が心配されたが時々日も差す穏

やかな天候となり、おおむね楽しく活動ができたようである。活動終了後小学校の校庭に戻ってき

てグループ毎に解散となったが、中にはいつまでもおしゃべりを続けて別れがたそうにしているグ

ループもあった。 

 生徒会常任委員・美化委員がゴミの分別作業を行った結果、最終的に３０袋ほどのゴミが収集で

きた。実施時期、清掃担当区域の配分など課題も残ったが、活動全体としては成功したのではない

だろうか。 
 

部活動の主な成績 

【理数科担当 片山 泰成】 

 本校理数科の活動の中心であるＳＰＰ（Science Partnership Project）を今年も１年生の理数

科で実施しています。 
今年は「島原半島の水辺の環境を科学する」というテーマのもと、10 月 14 日(水)を皮切りに、

１月 29 日までの全４回にわたり連携機関（長崎大学、長崎県環境保健研究センター）での実験・

実習を実施しているところです。現在、３回目の実習まで終了していますので、その様子を紹介し

ます。 

ＳＰＰ①（10 月 14 日）「硬骨魚類の頭部骨格標本作り」 
 第１回目の内容は「近海に生息する硬骨魚類の体の構造について学習

する」というものでした。早朝補習後、バスで長崎大学まで行き、水産

学部の橋本 惇教授に硬骨魚類の体の構造の特徴等についての説明を受

けたあと、キダイ（連子ダイ）頭部の骨格標本づくりに入りました。頭

だけでも４０を超える骨があり、名前を確認しながらその骨を捜すのは

とても大変でした。最後は取り出した骨を画用紙に貼り付け、何とか作

りあげることができました。鯛の骨の中に「鯛中鯛（たいのたい）」と

呼ばれる鯛の形をした骨があり、縁起がいいものであるということを知

ったのも収穫でした。 
【生徒感想】 
 ・解剖してみると、失くしてしまいそうなほど小さな骨ばかりで全ての骨を見つけ出すのはすご

く大変でした。 
 ・すごく根気のいる作業で難しかったけど、それ以上にすごく楽しかったです。 

ＳＰＰ②（10 月 27 日）「化学的な水質判定法」 
 第２回目は、水質について化学的に判定する方法について学ぶという

講義でした。長崎大学水産学部の北村 等先生を講師に招き、講義をし

ていただきました。生物が化学物質を通じて環境とコミュニケーション

をとっているという話はとても興味深い内容で、生徒も熱心に耳を傾け

ていました。講義後の質疑応答もたくさんの質問が出て、有意義なもの

となりました。 

 
【生徒感想】 

・ ・知らなかったことばかりで面白かったです。自分の中で別々にあった事柄がリンクして世界が

広がったような気がしました。 
・水生生物の物の見分け方が“匂い”ということにとても驚きました。 

ＳＰＰ③（11 月 5 日）「化学的な水質判定法」 
 第１回目同様、早朝補習後、長崎大学まで行き、「アルカリ法による

ＣＯＤ測定実験」について学習してきました。ＣＯＤとは化学的酸素要

求量といわれ、汚れの成分（有機物）が多いほどＣＯＤの値が高くなり

ます。このＣＯＤを測定する実験方法についての実習をしました。最初

はとまどう場面もありましたが、大学生の協力を得ながら溶液調製から

始めました。溶液が完成したあとは、大学の池の水を採取し、その水と

海水のＣＯＤの値を測定しました。 
【生徒感想】 
 ・化学と自然とが関連していて、化学が身近なところで役立っているようで楽しかった。 
 ・実験中は試薬の色が緑になったり黄色になったり、本当に不思議でワクワクしっぱなしでした。

化学の力ってスゴイ！と再認識しました。 

○レスリング部 
  長崎県高等学校新人体育大会 
    団体戦  優 勝                              

個人戦  優 勝  ５０kg 級  伊藤  優    

            優 勝  ５５kg 級  原田  駿    

            優 勝  ７４kg 級  稲田  貴    

            準優勝  ６０kg 級  草野 隆大     

           準優勝  ６６kg 級  松本 喜朗    

            準優勝  ９６kg 級  上田 大翔    

            第３位  ６０kg 級  堀内 郁実    

            第３位  ６６kg 級  岩永 和樹    

            第３位  ８４kg 級  永尾 貴幸 

○剣道部男子 
 長崎県高等学校新人体育大会 兼九州選抜予選 
    団体戦 優 勝 （７年連続） 
    個人戦 優 勝   入江 洋平 
          第 5 位   本多 弘幸 
○剣道部女子 
 長崎県高等学校新人体育大会 兼九州選抜予選 
    団体戦 優 勝 （７年ぶり） 
    個人戦 準優勝  馬場 亜侑美 
          第 5 位  増田 雅 

○体操部 
  長崎県高等学校新人体育大会 

   女子団体総合 第３位 

○弓道部 
  第１７回九州高等学校弓道新人選手権大会 
    男子個人 第４位 森川 善史 

○美術部 
 長崎県高等学校総合文化祭美術展 
   絵画部門 優秀賞 坂田 仁美   山本  遙               

                   吉田 美智    石橋 雅子               

              優良賞 鬼塚 幸大    石橋香央里               

                  亀本すみれ    福井 美咲  

※ 優秀賞の坂田仁美は平成２２年度全国高等学校総合 
文化祭に選出 

○写真部 
  長崎県高等学校総合文化祭 第２１回県央支部合同 

写真展 
    優秀賞   作品名「師」     濱崎 千怜         
   優良賞   作品名「たからもの」下田ひらり 

○その他 
 「税についての作文」 
      島原税務署長賞   佐用 菜穂                
      長崎県央振興局長賞 平山 奈緒 


